
《 防 衛 基 盤 整 備 協 会 賞 の 概 要 》 

  

 

１ 協会賞の経緯 

 本賞は、防衛装備協会賞として昭和５４年度（協会設立は、５２．１１．２５）から 

開始され、平成１２年度からは（財）防衛生産管理協会との統合による協会の改称に 

より、防衛調達基盤整備協会賞として実施されて来ましたが、平成２４年４月１日公 

益財団法人防衛基盤整備協会への移行により、防衛基盤整備協会賞として継続してい 

るものです。令和４年度からは防衛装備庁から後援名義を頂いています。 

２ 協会賞の概要 

（１）対象となる業績の分野 

ア 現に防衛装備品等として採用され、運用上優れているか、もしくは、優れた性 

能等の結果が出ているもの。 

イ 防衛装備品等の保守、整備並びに運用等に関する効率化、省力化を実現したも 

の。 

ウ 防衛装備品等になることを目指して開発、改善、改良等されたものであり、参 

考品購入として納入後、部隊での試験などで使用目的に適合するとの評価が得ら 

れたもの又は目的とする成果が得られたものであって防衛装備品等として採用

されているもの。 

エ 防衛装備品等の生産技術及び品質の向上並びに価格低減又は工期短縮を実現  

したもの。 

オ 装備品の実現に参画した下請負、協力企業等が保有する特殊技術等。 

カ ただし、国、地方公共団体、その他これらに準ずる機関から直接委託を受け又 

は補助を受けて実施したものは除く。 

（２）表彰の内容 

     ア １グループ原則として３人以内 

     イ 表彰状及び副賞賞金１００万円 

（３）業績題目の募集要領 

      毎年度、（一社）日本防衛装備工業会、（一社）日本造船工業会、（一社）日本航 

空宇宙工業会（以下「三工業会」という。）に依頼し、会員企業に応募案内を伝達 

して頂いています。 

      また、「幣協会ホームページ」にも掲載し、上記工業会の会員となっていない企 

業からの直接の応募も募っています。 

応募期間は、例年４月上旬～６月上旬となっています。 



（４）募集業績の審査 

     ア 部外の学識経験者４人の審査会委員から成る、防衛基盤整備協会賞審査会を設 

置して審査をお願いしております。 

イ 審査会から表彰が相当と答申されたものについて、協会の審査を経て受賞対象 

を決定しております。 

ウ 授賞対象となった業績題目応募企業に対し、直接または推薦があった三工業会 

を経由して会社及び被表彰グループに表彰を通知しています。 

３ 贈呈式等 

贈呈式は、原則として１１月下旬に受賞者及び関係企業並びに関係団体からご来賓 

をお招きし実施いたします。 

  

後 援  防衛装備庁 


